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岩手県高等学校文化連盟放送専門部 

平成 22 年度 第 3 回理事会 

平成 23 年 2 月 17 日(木) 15:00～16:00 

盛岡市立高等学校会議室 
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平成 22年度役員 (理事校 22) 

専門部長   岩手県立黒沢尻北高等学校長  上原耕太郎 

副専門部長   盛岡市立高等学校長   髙橋隆  事務局校 

副専門部長   岩手県立盛岡北高等学校長  池田博男 次期事務局校 

専門部代表理事  盛岡市立高等学校   鈴木勇二 事務局長 

専門部理事   盛岡市立高等学校   中嶋文恵 事務局 

専門部理事   盛岡市立高等学校   菊池博之 事務局 

専門部理事   盛岡市立高等学校   川村直子 事務局 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  濱谷伸広 監事・平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  杉本聖房 平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第一高等学校  谷藤さなえ 平成 42～43 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第二高等学校  小田諭  平成 32～33 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第三高等学校  渡邊憲二 平成 34～35 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡第四高等学校  前川和男 平成 26～27 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡北高等学校  田口キヨ 監事・次期事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡北高等学校  佐々木香織 次期事務局校 

専門部理事   岩手県立不来方高等学校  新藤彰一 平成 36～37 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立不来方高等学校  平井恵美子 平成 36～37 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  佐藤英靖 

専門部理事   岩手県立杜陵高等学校単位制  後藤信夫 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  畑中元毅 平成 38～39 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡工業高等学校  川守徹也 平成 38～39 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡商業高等学校  鈴木一彦 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立盛岡商業高等学校  石倉節子 平成 40～41 年度事務局校 

専門部理事   岩手高等学校    松田満  盛岡支部理事・平成28～29年度事務局校 

専門部理事   岩手高等学校    竹本英三 平成 28～29 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  菅原浩  平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   盛岡白百合学園高等学校  熊谷奈穂 平成 30～31 年度事務局校 

専門部理事   岩手県立花巻北高等学校  岡田伸一郎 花巻支部理事 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  芳賀範文 北上支部理事 

専門部理事   岩手県立黒沢尻北高等学校  曽我範晃 

専門部理事   専修大学北上高等学校   昆洋子 

専門部理事   専修大学北上高等学校   千田省一 

専門部理事   専修大学北上高等学校   野村学 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  菊地達哉 NHK杯運営委員・全国高文連理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  久慈千鶴子 奥州支部理事 

専門部理事   岩手県立岩谷堂高等学校  武藤秀郷 

専門部理事   岩手県立釜石高等学校   髙橋篤志 

専門部理事   岩手県立大槌高等学校   高橋啓  釜石支部理事 

専門部理事   岩手県立大槌高等学校   松橋郁子 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   大野浄美 宮古支部理事 

専門部理事   岩手県立宮古高等学校   阿部雄至 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  近藤史隆 

専門部理事   岩手県立岩泉高等学校田野畑校  上野葉登子 

専門部理事   岩手県立久慈高等学校   木村飛雄馬 久慈支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   笠川明香 二戸支部理事 

専門部理事   岩手県立福岡高等学校   鈴木耕二郎 
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報告 1 事業報告 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 13 火 県高文連第1回理事会 サンセール盛岡 県高文連

4 20 火 理事総会・第1回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

5 25 火
第62回岩手県高等学校総合体育大会開会式 司会
(黒沢尻北)

北上総合運動公園
協力事業
県高体連

5 21 金 県高文連事務局長会議他 サンセール盛岡 県高文連

6 8 火
第33回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第57回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会
(22校・255名・184エントリー)

県民会館 放送専門部・NHK

6
28
29
月
火
第10回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト
(6校・19名・13エントリー)

細野地区活性化センター
東北高文連
主管事業

7 13 火
セミナーサポート事業①アナウンス朗読講習会
(6校・25名・15エントリー)

NHK盛岡放送局 放送専門部

7
21
24
水
土
第57回NHK杯全国高校放送コンテスト
(8校・72名・24エントリー)

オリンピックセンター
NHKホール（東京）

全放連・NHK

7 24 土
Nコン番組制作セミナー
(4校・38名)

NHKふれあいホール(東京) 全放連・NHK

8 3 火 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 清武町文化会館(宮崎) 全国高文連

8
4
5
水
木
第34回全国高等学校総合文化祭(宮崎大会)放送部門
(6校・30名・9エントリー)

清武町文化会館(宮崎) 全国高文連

8 7 土
交通安全テレビCM制作講習会
(12校・93名)

テレビ岩手
後援事業
岩手県・TVI

8 9 月
短歌甲子園アナウンス講習会
(6校・20名)

アイーナ
協力事業
盛岡市

8
20
22
金
日

第5回全国高校生短歌大会 司会
(盛岡第一・盛岡第二・盛岡第四・岩手・白百合・盛岡市
立)

姫神ホール
盛岡劇場

協力事業
盛岡市

9 9 木 第2回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

9 19 日
セミナーサポート事業②放送講習会
(25校･161名･うち県外8校9名)

おでってホール 放送専門部

9 29 水 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 (福島県) 東北高文連

10 1 金 第33回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式 二戸市民文化会館
県高文連
(二戸支部主管)

10 13 水
セミナーサポート事業③
メディアコミュニケーションセミナー
(19校･164名･講師4名)

県民会館他 放送専門部

11 9 火
第33回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第28回岩手県高等学校放送新人大会
(22校･179名･155エントリー)

県民会館 放送専門部

11 10 水 第7回交通安全テレビCMコンテスト 盛岡グランドホテル
後援事業
岩手県・TVI

11 27 土
セミナーサポート事業④番組講習会
(10校･94名･講師1名)

テレビ岩手 放送専門部

12 24 金
セミナーサポート事業⑤アナウンス朗読講習会
(11校･61名･講師1名)

県民会館 放送専門部

12
26
27
日
月
校内放送指導者講座
(4名派遣･計8名参加)

千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

1
22
23
土
日
第14回東北高等学校放送コンテスト
(14校･96名･36エントリー)

ビッグパレット福島(郡山) 東北高文連

2 7 月 県高文連第2回理事会 サンセール盛岡 県高文連

2 17 木 第3回理事会・会計監査 盛岡市立高校 放送専門部

3 26 土 第58回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 オリンピックセンター(東京) 全放連・NHK

3 27 日 番組講習会 アイスアリーナ
放送専門部
盛岡支部
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(1) 大会事業 

いずれも第 33 回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会として開催しました。 

全結果は 16ページ以降をご覧ください。 

ア 第 57 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト岩手県大会 6 月 8日(火) 県民会館 

・NHK 杯全国大会(平成 22 年 7 月)の予選として実施 

イ 第 28 回岩手県高等学校放送新人大会 11 月 9日(火) 県民会館 

・東北高等学校放送コンテスト(福島大会，平成 23年 2 月)ならびに第 35 回全国高等学校総合文

化祭放送部門(福島大会，平成 23 年 8月)の予選として実施 

・第 35 回全国高総文祭参加推薦は次のとおり 

アナウンス部門…盛岡白百合学園(2)相澤侑佳,黒沢尻北(2)伊藤香澄,盛岡第二(2)高野橋明里 

朗読部門…宮古(2)齋藤奈々,宮古(2)船越絵雅,盛岡第三(2)畠舞衣子 

オーディオピクチャー部門…黒沢尻北，ビデオメッセージ部門…岩谷堂・花巻北 

ウ 上位大会等 

① 第 11 回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト (6/28-29 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

岩手県高文連放送専門部の主管で実施 

② 第 56 回 NHK 杯全国高校放送コンテスト (7/21-24 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

県勢の入賞 10 は史上最高 

③ 第 34 回全国高等学校総合文化祭放送部門 (8/4-5 担当: 岩谷堂高校 菊地達哉) 

入賞なし 

④ 第 14 回東北高等学校放送コンテスト (1/22-23 担当: 盛岡市立高校 鈴木勇二) 

入賞 9 

 

(2) 講習会事業 

セミナーサポート事業，盛岡支部事業，上位大会関連事業，協力事業関連として実施しました。 

ア 放送専門部・盛岡支部主催 

① アナウンス朗読講習会 7 月 13 日(火) NHK 盛岡放送局 

上原康樹アナ(NHK 盛岡局)による全国大会出場者への指導 

② 放送講習会 9 月 19 日(日) おでって 

兵庫県立小野高校放送部大江真理先生と部長の畑山崇浩さん(2 年)・副部長の岡本千佳さんを

招聘。県外校も参加 

③ メディアコミュニケーションセミナー 10 月 13日(水) 県民会館・テレビ岩手 

平井直子・佐々木款(テレビ岩手)・照井健・加藤久智(IBC 岩手放送)各氏による部門別の講習 

④ 番組講習会 11 月 27 日(土) テレビ岩手 

中野圭(テレビ岩手)氏による東北大会出場校への指導 

⑤ アナウンス朗読講習会 12 月 24 日(金) 県民会館 

安田知博氏による東北大会出場者等への指導 

⑥ 番組講習会 3 月 27 日(日) アイスアリーナ 

高橋政彦・平谷美樹(オトナ映画部)両氏によるドラマ制作についての指導 
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イ 上位大会関連・協力事業関連 

① N コン番組制作セミナー (7/24 東京 NHKふれあいホール) 

NHK 杯全国大会後に東京で実施。NHK 市谷壮 CP他による指導。4校が参加 

② 短歌甲子園司会講習会・第 5回全国高校生短歌大会司会 (8/9・20-22 盛岡劇場) 

畑中美耶子氏による指導。6校が担当 

③ 交通安全テレビ CM 制作講習会・第 7回高校生交通安全テレビ CM コンテスト 

(8/7・11/10 テレビ岩手・盛岡グランドホテル) 

中野圭(テレビ岩手)氏による指導 

④ その他 

県高総文祭総合開会式(10/1)，高総体開会式司会(黒沢尻北 5/25)， IAT純情応援歌(6-7月)，

IAT シリーズ卒業(3月) 

 

(3) 顧問研修事業 

校内放送指導者講座(12/26-27，千代田放送会館)に4名を派遣，4名の参加補助をおこないました。

この講座への岩手からの参加者は累計 19 名(複数回参加を除く)となり，指導力・審査力の向上に

つながっています。 

 

(4) その他 

ア 部員数調査…第 2回理事会で報告 

イ 高文連表彰…第 2回理事会で報告 

次のとおり県高文連に推薦し，県高総文祭総合開会式(10/1(金)，二戸市民文化会館)で表彰 

連盟賞(生徒表彰)…平成 21年 9月 1日～平成 22年 8月 31日に全国大会(総文祭・NHK杯など)

で優良賞(3位)以内に入賞した個人及び部(団体)。 

・該当なし 

功労賞(教職員表彰)…平成 21 年度末に退職した教職員で，専門部長・常任理事(専門部事務

局長等)経験者，指導者として全国大会優良賞(3 位)以内に入賞したもの，指導者として全国

大会に 10 回以上出品・出演させたもの。 

・馬上達幸先生(盛岡商業)…平成 19 年度放送専門部長 

・照井逸子先生(盛岡白百合)…平成 8～9 年度放送専門部事務局長，平成 15 年度 NHK 杯ラ

ジオドキュメント部門優良賞ほか 

・吉田裕生先生(元盛岡第三，県立博物館)…平成 10～11 年度放送専門部事務局長，平成 16

年度全国総文祭ビデオメッセージ部門特別賞ほか 

・土川喜代子先生(元花巻南，花巻農業)…昭和 62年度 NHK 杯アナウンス部門第 3位ほか 

・千葉隆先生(盛岡第二)…平成 20 年度全国総文祭朗読部門特別賞ほか 

 



 - 6 - 

報告 2 会計中間報告(平成 23 年 2 月 17 日現在) 

(1) 一般会計中間報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

A 前年度繰越 155,542 155,542 0

B 登録料

B-01 学校登録料 120,000 132,000 12,000 NHK杯県大会参加校1校あたり6,000

B-02 個人登録料 80,000 80,500 500 講習会参加生徒1人あたり500

200,000 212,500 12,500

C 参加料

C-01 NHK杯県大会参加料 140,000 184,000 44,000 1エントリーあたり1,000

C-02 新人大会参加料 170,000 155,000 -15,000 1エントリーあたり1,000

310,000 339,000 29,000

D 補助金

D-01 県高総文祭部門費 80,000 80,000 0 NHK杯・新人大会

D-02 セミナーサポート費 400,000 400,000 0 講習会

D-03 強化費 50,000 50,000 0 講習会

D-04 専門部補助 170,000 190,000 20,000 講習会・新人大会・30周年記念誌

D-05 研修費 50,000 50,000 0 講習会

750,000 770,000 20,000

E 雑収入 458 53 -405 利子

1,416,000 1,477,095 61,095

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 運営費

A-01 分担金 10,000 10,000 0 東北高文連放送部会費

A-02 事務費 5,000 2,545 2,455 事務費・通信費・会議費

15,000 12,545 2,455

B 会議旅費

B-01 諸会議 40,000 0 40,000 第3回理事会

B-02 県外諸会議 180,000 168,420 11,580 東北・全国会議

220,000 168,420 51,580

C 事業費

C-01 NHK杯県大会 190,000 184,000 6,000 事業予算・決算別途

C-02 新人大会 240,000 239,707 293 事業予算・決算別途

C-03 講習会 600,000 588,247 11,753 事業予算・決算別途

C-04 研修事業 150,000 282,905 -132,905 全国研修会等派遣補助

1,180,000 1,294,859 -114,859

D 予備費 1,000 0 1,000

1,416,000 1,475,824 -59,824

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 1,477,095 -1,475,824 1,271 (次年度繰越金)

項目

登録料小計

参加料小計

補助金小計

合計

項目

運営費小計

会議旅費小計

事業費小計

総計

=  

・今後の出納として，収入 50,037 円(雑収入，インターハイ番組制作補助 50,000 円と利子 37 円)，

支出 40,745 円(第 3回理事会旅費)があり，繰越金は 10,563 円になる見込み。 
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(2) 事業費会計①NHK 杯県大会 決算報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

190,000 184,000 -6,000 一般会計支C-01

参加料 140,000 184,000 44,000 一般会計収C-01

県高総文祭部門費 50,000 0 -50,000 一般会計収D-01

専門部補助

190,000 184,000 -6,000

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 20,000 0 20,000 NHK以外の専門職審査員の場合1名

A-02 表彰費 45,000 46,360 -1,360 楯(最優秀賞・優秀賞)

65,000 46,360 18,640

B 旅費 40,000 41,470 -1,470

C 需用費

C-01 食糧費 45,000 49,800 -4,800 審査員・係昼食

C-02 資料費 25,000 45,140 -20,140 事務用品

70,000 94,940 -24,940

D 役務費 10,000 1,230 8,770 郵券・手数料

E 予備費 5,000 0 5,000

190,000 184,000 6,000

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 184,000 -184,000 0

監査の結果、適正と認めます。

平成23年2月17日 監査 濱　谷　伸　広

監査 田　口　キ　ヨ

総計

項目

項目

報償費小計

需用費小計

一般会計より

合計

内
訳

（廃止項目)

===

 

 

・第 2回理事会で決算報告済み。 
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(3) 事業費会計②新人大会 決算報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

240,000 239,707 -293 一般会計支C-02

参加料 170,000 155,000 -15,000 一般会計収C-02

県高総文祭部門費 30,000 80,000 50,000 一般会計収D-01

専門部補助 40,000 4,707 -35,293 一般会計収D-04

240,000 239,707 -293

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費

A-01 審査員謝金 90,000 80,000 10,000 22,222*4、振込手数料

A-02 表彰費 50,000 48,810 1,190 楯(最優秀賞・優秀賞)

140,000 128,810 11,190

B 旅費 40,000 42,270 -2,270

C 需用費

C-01 食糧費 40,000 40,920 -920 審査員・係昼食

C-02 資料費 10,000 26,022 -16,022 事務用品

50,000 66,942 -16,942

D 役務費 5,000 1,685 3,315 郵券・上位大会手続き・手数料

E 予備費 5,000 0 5,000

240,000 239,707 293

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 239,707 -239,707 0

監査の結果、適正と認めます。

平成23年2月17日 監査 濱　谷　伸　広

監査 田　口　キ　ヨ

項目

報償費小計

需用費小計

総計

項目

一般会計より

内
訳

合計

=

 

 



 - 9 - 

(4) 事業費会計③講習会 決算報告 

1　収入の部 (単位: 円)

予算額 決算額 予算残高 備考

600,000 588,247 -11,753 一般会計支C-03

セミナーサポート費 400,000 400,000 0 一般会計収D-02

強化費 50,000 50,000 0 一般会計収D-03

専門部補助 100,000 88,247 -11,753 一般会計収D-04

研修費 50,000 50,000 0 一般会計収D-05

600,000 588,247 -11,753

2　支出の部

予算額 決算額 予算残高 備考

A 報償費 120,000 111,530 8,470 講師謝礼@22,222/日(うち源泉徴収税額@2,222)

B 旅費

B-01 講師旅費 260,000 294,280 -34,280 高文連規定による定額

B-02 講師宿泊費 70,000 29,400 40,600 高文連規定による定額

330,000 323,680 6,320

C 需用費

C-01 資料作成費 0

C-02 印刷代 95,000 102,900 -7,900 テキスト@496.125*200部

C-03 教材作成費 0

C-04 講師昼食代 18,000 33,752 -15,752 講師・役員

C-05 消耗品費 105 -105

113,000 136,757 -23,757

D 役務費

D-01 郵便料金 1,000 1,000

D-02 宅配料金 0

D-03 運搬費 0

D-04 振込手数料 1,000 420 580

D-05 その他通信費 0

2,000 420 1,580

E 使用料・貸借料

E-01 会場費 20,000 15,860 4,140 機器使用料含む

E-02 機器使用料 10,000 10,000

30,000 15,860 14,140

F 予備費 5,000 5,000

600,000 588,247 11,753

3　残高

収入済額　-　支出済額　= 588,247 -588,247 0

監査の結果、適正と認めます。

平成23年2月17日 監査 濱　谷　伸　広

監査 田　口　キ　ヨ

項目

一般会計より

使用料・貸借料小計

総計

内
訳

合計

項目

旅費小計

需用費小計

役務費小計

=

・事業ごとの支出額は次のとおり。 

アナウンス朗読講習会(7/13)      0 円 (NHK 杯会計より 5,000 円) 

放送講習会(9/19)     317,840 円 

メディアコミュニケーションセミナー(10/13) 206,945 円 

番組講習会(11/27)     5,330 円 

アナウンス朗読講習会(12/25)    58,132 円  

合計      588,247 円 
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協議 1 平成 23年度事業の推進について 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 理事総会・第1回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

6 7 火
第34回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第58回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
27
28
月
火
第11回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 細野地区活性化センター

東北高文連
主管事業

7 アナウンス朗読講習会 NHK盛岡放送局 放送専門部

7
25
28
月
木
第58回NHK杯全国高校放送コンテスト NHKホール他（東京） 全放連・NHK

7 28 木 Nコン番組制作セミナー (東京) 全放連・NHK

8 5 金 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 ビッグパレット福島(郡山) 全国高文連

8
6
7
土
日
第35回全国高等学校総合文化祭(福島大会)放送部門 ビッグパレット福島(郡山) 全国高文連

9 第2回理事会 盛岡市立高校 放送専門部

9 18 日
放送講習会
佐賀清和高校放送部・田川孝二先生

おでって 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 (青森県) 東北高文連

10 7 金 第34回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式 県民会館
県高文連
(盛岡支部主管)

10 12 水 メディアコミュニケーションセミナー 県民会館他 放送専門部

11 8 火
第34回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第29回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

11 番組講習会 (盛岡) 放送専門部

12 24 土 アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

12
26
27
月
火
校内放送指導者講座 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

2
11
12
土
日
第15回東北高等学校放送コンテスト 青森市民ホール 東北高文連

2 第3回理事会・会計監査，盛岡北高校へ引継ぎ 盛岡市立高校 放送専門部

3 番組講習会 (盛岡) 放送専門部

3 第59回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 (東京) 全放連・NHK

中旬

中旬

中旬

下旬

中旬

下旬

下旬

下旬

 

 

 

 

 

 

 

(1) 役員(非改選期) 

・役員選出に関する細則により，平成 23 年度は非改選期です。役員校で顧問が交代する場合は，

引き続き役員であることを引き継いでください。 

・専門部理事は，「大会に参加する学校ならびに盛岡支部の学校」を原則とすることから，今年度

の大会参加校にも理事就任を呼びかけます。 
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(2) 事業計画 

従来どおり，大会事業・講習会事業・顧問研修事業・その他の4つで構成します。次の日程原則に

より，前ページのとおり会場を確保しています。それぞれの要項は，9月までのものは第1回理事会

で，10月以降のものは第2回理事会で検討します。 

 

・NHK 杯県大会(県民会館) 

原則: 6 月第 2週の月曜(準備)・火曜(大会)…高総体後・考査前 

・放送講習会(おでってホール，平成 24 年度より県民会館) 

原則: 9 月第 3日曜(行事)(敬老の日の前日) 

・メディアコミュニケーションセミナー(県民会館) 

原則: 10 月第 2火曜(準備)・水曜(行事)(体育の日の翌日・翌々日)…高総文祭開会式後 

・新人大会(県民会館) 

原則: 11 月第 2週の月曜(準備)・火曜(大会)…運動部の新人大会後・考査前 

平成 24 年度より 11 月第 2週の火曜(準備)・水曜(大会)…審査員をメディアコミュニケーション

セミナーの講師と同じ方にお願いするためには，同一曜日で開催する必要がある(IBC) 

 

(3) 平成 23年度北東北インターハイ 

北東北総体では，以下のとおり，県内 7 町村で競技がおこなわれます。個別の会場での協力要請

が予想されます。また，主担当(総合開会式など)の青森県からの依頼で，開会式前に流すビデオ

の共同制作をおこないます。北東北総体の競技や運営に携わる人をテーマに10分間のテレビドキュ

メントを制作します(担当: 青森工業高校・大川智紀先生，岩手県担当：菊地達哉)。 

岩手県内の競技種目別大会 

盛岡市 水泳(競泳・飛込)・弓道 

花巻市 ハンドボール・ボート 

北上市 陸上競技 

奥州市 ウエイトリフティング 

一関市 体操(体操競技) 

宮古市 レスリング・ヨット 

岩手町 ホッケー 

 

(4) 平成 24年度東北高等学校放送コンテスト岩手大会 

平成25年2/1(金)を準備日とし，2/2(土)-3(日)に県民会館で大会をおこないます。以下については，

第1回理事会で検討します。 

・大会要項案を平成 23 年 9 月の東北理事会と平成 24 年 2 月の東北総会へ提出 

・キャンペーン部門のキーワードを決定 

・大会事務局を組織 
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協議 2 主催大会における賞の名称変更について 

賞の名称のうち，「奨励賞」は「入選」に改めます。 

これは，県高文連表彰規程に基づくものです。 

平成 23 年度の第 58回 NHK 杯全国高校放送コンテスト岩手県大会より変更します。 

 

協議 3 NHK 杯全国高校放送コンテスト番組部門改編について 

現在はラジオドキュメント･創作ラジオドラマ･テレビドキュメント･創作テレビドラマの4部門体制

となっています。 

全国大会事務局では，第 60 回大会に向けて，現在の部門体制でよいか協議をはじめています。 

3/26(土)第 58 回 NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議において，第 1回目の意見交換が予定さ

れており，岩手県としての意見を集約したいと考えます。 

 

協議 4 その他 
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連絡 1 平成 23年度以降の上位大会 

(1) 確定している日程等 

ア NHK 杯全国高校放送コンテスト全国大会決勝の日 

平成 23 年 7/28(木)，平成 24年 7/26(木)，平成 25年 7/25(木) 

イ 全国高等学校総合文化祭開催県 

平成 23 年福島県→平成 24 年富山県→平成 25年長崎県→平成 26 年茨城県 

ウ 東北高等学校放送コンテスト開催県 

平成 23 年度青森県→平成 24 年度岩手県→平成 25 年度宮城県→平成 26 年度山形県→平成 27 年

度秋田県→平成 28 年度青森県 

秋田から時計回りを原則とする。21 年度からの 3 回りめのローテーションでは，23 年度の全国

総文祭に備えて 22 年度に福島県を入れ，他をずらす。 

(2) 平成 23年度 NHK杯の朗読指定作品 http://www.nhkk.or.jp/ncon/ncon_h/ 

1)「風立ちぬ・美しい村」 堀辰雄(新潮文庫，収録作品のいずれも可) 

2)「夏目家の福猫」 半藤末利子(新潮文庫) 

3)「雪沼とその周辺」 堀江敏幸(新潮文庫) 

4)「オペラ座の怪人」 ガストン・ルルー著，長島良三訳(角川文庫，指定された訳者のみ) 

5)「おくの細道」 松尾芭蕉(現代語訳不可，出版社不問) 

* 朗読のはじめに，番号，氏名，著者名(訳者名は読まない)，書名(1･3 は短編名)を読む 

(3) 全国総文祭放送部門の表彰 

・平成 24 年度富山大会から，文部科学大臣賞・文化庁長官賞を，都道府県単位で出す。都道府県

ごとの成績集計方法については，平成 23 年度の検討課題とする。 

(4) 全国総文祭放送部門の部門 

・従来の部門を変更しない(アナウンス 3・朗読 3・AP1・VM2)。 

・平成 24 年の富山大会では，この回独自の部門として，CM 部門(30 秒，うち 10秒以上を富山で取

材して現地で完成させる)を設ける予定。代表選出については第 2回理事会で検討する。 

(5) 全国総文祭放送部門のメディアの変更 

・平成 23 年度は，CD-DA と miniDV(運営上の都合による)。 

・平成 24 年から，NHK 杯と同様，CD-DA と DVD-video 形式を加える(現行は MD と miniDV)。 

(6) 平成 24年度全国総文祭(福島大会)放送部門の要項 

・32 ページ以降をご覧ください。 

http://www.fukushimasoubun.gr.fks.ed.jp/kaizyo/14housou/20101123sankayouryou_housou.pdf 

(7) 平成 24年度東北高等学校放送コンテスト(青森大会)について 

・テレビキャンペーン部門のメディアは，DVD(DVD-video 形式)に変更する。 

・キャンペーン部門のキーワードは，7月の東北理事会で正式に提案される。 

「再発見，伝統と未来」のいずれかになる見込み。 

・キャンペーン部門の規定変更(1 分以内または 30秒 2 回視聴，変更なしで 30 秒 1回)については，

3月または 7月の Nコン関係の会合にあわせて東京で臨時理事会をおこない決する予定。 



 - 14 - 

連絡 2 平成 24年度の事業日程(予定) 

月 日 曜
事業名

(太字は生徒参加の事業)
会場

主催者
(太字は主催)

4 理事総会・第1回理事会 盛岡北高 放送専門部

6 5 火
第35回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第59回NHK杯全国高校放送コンテスト岩手県大会

県民会館 放送専門部・NHK

6
25
26
月
火
第12回東北高等学校アナウンス朗読コンテスト 細野地区活性化センター

東北高文連
主管事業

7 アナウンス朗読講習会 NHK盛岡放送局 放送専門部

7
23
26
月
木
第59回NHK杯全国高校放送コンテスト NHKホール他（東京） 全放連・NHK

7 26 木 Nコン番組制作セミナー (東京) 全放連・NHK

8 10 金 全国高文連放送専門部都道府県代表者会議 (富山県) 全国高文連

8
11
12
土
日
第36回全国高等学校総合文化祭(富山大会)放送部門 富山国際会議場･富山市民プラザ 全国高文連

9 第2回理事会 盛岡北高 放送専門部

9 16 日 放送講習会 県民会館 放送専門部

9 東北地区高等学校文化連盟放送部会理事会 県民会館
東北高文連
主管事業

10 5 金 第35回岩手県高等学校総合文化祭総合開会式 大船渡市民文化会館
県高文連
(気仙支部主管)

10 10 水 メディアコミュニケーションセミナー 県民会館他 放送専門部

11 7 水
第35回岩手県高等学校総合文化祭放送部門大会兼
第30回岩手県高等学校放送新人大会

県民会館 放送専門部

11 番組講習会 (盛岡) 放送専門部

12 23 日 アナウンス朗読講習会 県民会館 放送専門部

12 校内放送指導者講座 千代田放送会館(東京) 全放連・NHK

2
2
3
土
日
第16回東北高等学校放送コンテスト 県民会館

東北高文連
主管事業

2 第3回理事会・会計監査 盛岡北高 放送専門部

3 第60回NHK杯全国高校放送コンテスト担当者会議 (東京) 全放連・NHK

中旬

中旬

中旬

下旬

中旬

中旬

下旬

下旬
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連絡 3 その他 

(1) 高文連登録について 

新年度の県高文連登録(顧問名登録ならびに生徒登録)の際は，委員会組織の場合も手続きをする

よう，各校で取り計らい下さい。 

(2) 盛岡支部主催 番組講習会 担当: 岩手高校 松田満 

3/27(日)にアイスアリーナで開催。講師は高橋政彦・平谷美樹(オトナ映画部)両氏。要項は別途

配布(ウェブにも掲載)。 

(3) 高文連理事会(2/7)報告 

・総合開会式の会場と担当は次のとおり。 

平成 23 年度盛岡支部(盛岡白百合学園)，平成 24 年度気仙支部，平成 25年度奥州支部 

・平成 23 年度の高文連補助金のうち，セミナーサポート費は 43 万円が認められています。 

(4) 理事会の旅費の計算について 

・理事会の旅費は，来年度も専門部より負担します。事務局の負担軽減のため，来年度より旅費

の算出を各自でおこなうよう協力をお願いします。 

・各校の事務室で出張の実態(発着地，通勤経路との関係，私用車公用の有無など)にあわせて算

出してもらい，理事会出席の報告時に，交通費(運賃・車賃)・現地経費をあわせて報告してくだ

さい。 

(5) 北東北インターハイビデオについて 

・3月上旬に今年度の成果物を岩手県と青森県のインターハイ事務局に提出する。 

 

 

資料 平成 22年度大会結果 

(省略 放送専門部のサイトを参照ください) 

 

資料 岩手県高等学校文化連盟放送専門部規約 

(省略 第 1回理事会資料を参照ください) 

 

資料 平成 22年度高文連紀要原稿 

(省略 当日配布) 

 

資料 平成 23年度全国総文祭(福島大会)放送部門の要項 

(省略 放送専門部のサイトを参照ください) 

 


